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◎必修（履修時期指定）

○選択必修（いずれかで履修）

△自由選択（いずれかで履修）

１T ２T ３T ４T １T ２T ３T ４T １T ２T ３T ４T １T ２T ３T ４T

2 2 選択
必修

○

2 大学教育入門 2 必修 ◎

2 教養ゼミ 2 必修 ◎

4 人文社会学系科目群 2 ○ ○

4 自然科学系科目群 2 ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ◎ ◎

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ◎ ◎

コミュニケーションⅠＡ 1 ◎ ◎

コミュニケーションⅠＢ 1 ◎ ◎

コミュニケーションⅡＡ 1 ◎ ◎

コミュニケーションⅡＢ 1 ◎ ◎

ベーシック外国語Ⅰから
１科目

1 〇

ベーシック外国語Ⅱから
１科目

1 ◯

2 情報・データ科学入門 2 必修 ◎

健康スポーツ科目 2 1又は2 選択
必修

○ ○ ○ ○

微分積分学Ⅰ 2 ◎

微分積分学Ⅱ 2 ◎

線形代数学Ⅰ 2 ◎

線形代数学Ⅱ 2 ◎

数学演習Ⅰ 1 ◎

数学演習Ⅱ 1 ◎

一般力学Ⅰ 2 ◎

一般力学Ⅱ 2 ◎

物理学実験法・同実験Ⅰ（注４） 1 ◎

物理学実験法・同実験Ⅱ（注４） 1 ◎

6 教養教育科目の全ての科目
区分から（注５）

自由
選択

△ △ △ △

48

注５： 自由選択科目として，領域科目の自然科学系科目群および基盤科目の受講が望ましい。

注２： 「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の履修により修得した単位は，卒業に必要な単位に
含めることはできない。ただし，海外語学研修については，事前の申請によりコミュニケーションI，IIとして単位認定が可能である。詳細
については，学生便覧の教養教育の英語に関する項を参照すること。

注３： 外国語技能検定試験による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の英語に関する項を参照すること。

注４： 同一科目の「実験法・同実験Ⅰ（1単位）」と「実験法・同実験Ⅱ（1単位）」の両方を履修すること。

自由選択科目

卒 業 要 件 単 位 数

注１： 履修年次に記載の◎，○，△のセメスター又はタームで単位を修得できなかった場合は，これ以降のセメスター又はタームで受講でき
る。なお，授業科目により実際に開講するセメスター又はタームが異なる場合があるので，毎年度発行する教養教育科目授業時間割
等で確認すること。

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

平　和　科　目

大学教育
基礎科目

大学教育入門

教　養　ゼ　ミ

共
　
通
　
科
　
目

基　盤　科　目

必修

初修外国語
（ドイツ語，フランス語，スペ
イン語，ロシア語，中国語，
韓国語，アラビア語のうちか
ら１言語選択）

2 選択
必修

16

情報・データサイエンス科目

選択
必修

外
国
語
科
目

英語
(注2・3)

コミュニケー
ション基礎

2 必修

コミュニケー
ションⅠ

2 必修

コミュニケー
ションⅡ

領　域　科　目 

2

必修

後期 前期 後期前期

第　二　類（電気電子・システム情報系）

科　目　区　分 要修得
単位数

授 業 科 目 等 単位数
履修
区分

履　修　年　次　（注１） 
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前期 後期 前期 後期



Ừ ⁷⁷
　 ủ 

ỏ 

1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T

応用数学Ⅰ 2 4

応用数学Ⅱ 2 4

応用数学Ⅲ 2 4

離散数学I 2 4 (情報科学部)

応用数学総合 2 4

応用数理Ａ 2 4

応用数理Ｃ 2 4 　

確率・統計 2 4 　 　

技術英語演習 1 4

エネルギーと情報システム概論 2 4

回路理論Ⅰ 2 4

プログラミングI 2 4

プログラミングII 2 4

プログラミングIII 2 4

電気工学基礎実験Ⅰ 2 10 10 　 いずれかの
タームで受講

電気工学基礎実験Ⅱ 2 10 10 　 　 いずれかの
タームで受講

電気電子システム工学実験Ⅰ 2 　 10 10 いずれかの
タームで受講

電気電子システム工学実験Ⅱ 2 　 10 10 いずれかの
タームで受講

第二類　専門基礎科目

備考

◎ ◎

◎ ◎

◎ ◎

△

◎ ◎

◎ ◎

◎ ◯

◎ ◎

◎ ◎

◎ △

◎ ◎

△

△ ○

○

○ ○

○ ◎

◎ ◎

電
気
シ
ス
テ
ム
情
報

電
子
シ
ス
テ
ム

◎ ◎

第３年次 第４年次

前期 後期 後期後期 前期
授業科目

単
位
数 前期 後期 前期

履 修
指 定 毎週授業時数

第１年次 第２年次



1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T

電気磁気学Ⅰ 2 ○ 4

電気磁気学Ⅱ 2 △ 4

電気磁気学演習Ⅰ 1 △ 4

電気磁気学演習Ⅱ 1 △ 2

高電圧工学 1 △ 2

半導体デバイス・回路基礎* 2 △ (4) 4

電気電子計測 2 △ 4

過渡現象論 2 ○ 4

回路理論Ⅱ 2 ◎ 4

電子回路 2 ◎ 4

電気回路演習 1 ◎ 2

エネルギー発生・変換 2 ○ 4

電力システム基礎 2 ○ 4

電力システム工学 2 ○ 4

パワエレ電動機制御 2 △ 4

原子力工学 2 △ 4

電子機器 2 △ 4

電気法規施設管理 1 △ 2

システム制御Ⅰ 2 ◎ 4

システム制御Ⅱ 2 ○ 4

信号処理工学 2 ◎ 4

計測制御演習 1 ◎ 2

生体電気工学 2 ○ 4

ロボット工学 2 ○ 4

通信工学 2 △ 4

数理計画法 2 ◎ 4

確率論基礎 2 ◎ 4 (情報科学部)

シミュレーション工学 2 ○ 4

システム計画管理演習 1 ◎ 2

意思決定論 2 ○ 4

生産管理論 2 ○ 4

社会システム工学 2 △ 4

ディジタル回路設計* 2 △ (4) 4 (情報科学部)

ソフトウェア工学* 2 △ (4) 4 (情報科学部)

人工知能と機械学習 2 △ 4 (情報科学部)

計算機ネットワーク 2 △ 4 (情報科学部)

アルゴリズムとデータ構造* 2 △ (4) 4 (情報科学部)

ヒューマンコンピュータインタラクション 2 △ 4 (情報科学部)

計算理論 2 △ 4 (情報科学部)

確率モデリング* 2 △ (4) 4 (情報科学部)

卒業論文 5 ◎
*)2年，3年いずれで履修しても良い。

第二類　　専門科目

（電気システム情報プログラム）

後期 後期

第１年次

毎週授業時数

第４年次
備考

◎必　　　修
○選択必修
△自由選択

前期 後期



電気システム情報プログラムにおける学習の成果
評価項目と評価基準との関係

極めて優秀(Excellent) 優秀(Very Good) 良好(Good)

(1)
エンジニアとして基本的に備わっていることが必要とされ
る，社会と技術の関わりに関する理解，および倫理観。

社会と技術の関わりを十分に理解し，十分な倫理観を持っ
て行動できる。

社会と技術の関わりを標準程度理解し，標準程度の倫理観
を持って行動できる。

社会と技術の関わりを最低限程度に理解し，最低限の倫理
観を持って行動できる。

(2)
自然科学・技術者として必要とされる，微積分，線形代数な
ど数学に関する基礎的な知識。

微積分，線形代数など数学に関する，十分な基礎的知識
を習得し活用できる。

微積分，線形代数など数学に関する，標準的な基礎的知
識を習得し活用できる。

微積分，線形代数など数学に関する，最低限の基礎的知
識を習得し活用できる。

(3)
自然科学・技術者として必要とされる，物理学の理論および
実験方法に関する基礎的な知識。

物理学の理論および実験方法に関する，十分な基礎的知
識を習得し活用できる。

物理学の理論および実験方法に関する，標準的な基礎的
知識を習得し活用できる。

物理学の理論および実験方法に関する，最低限の基礎的
知識を習得し活用できる。

(4)
電気，システム，情報分野の技術に関する全般的な理解・
知識，およびこれらの分野に共通の基礎的な知識。

電気，システム，情報に関する全般的，および共通基礎的
な知識を，十分に習得し活用できる。

電気，システム，情報に関する全般的，および共通基礎的
な知識を，標準程度に習得し活用できる。

電気，システム，情報に関する全般的，および共通基礎的
な知識を，最低限程度に習得し活用できる。

(1)
電気，システム，情報分野の専門家として必要とされる数学
的手法。

電気，システム，情報分野の専門家として必要とされる数学
的手法を，十分に習得し活用できる．

電気，システム，情報分野の専門家として必要とされる数学
的手法を，標準程度に習得し活用できる．

電気，システム，情報分野の専門家として必要とされる数学
的手法を，最低限程度に習得し活用できる．

(2)
電気，システム，情報分野の基礎となる概念，知識および
手法。

電気，システム，情報分野の基礎となる概念，知識および
手法を，十分に習得し活用できる．

電気，システム，情報分野の基礎となる概念，知識および
手法を，標準程度に習得し活用できる．

電気，システム，情報分野の基礎となる概念，知識および
手法を，最低限程度に習得し活用できる．

(3)
電気，システム，情報分野の基礎概念，知識および手法を
具体的・専門的な問題に応用する能力。

電気，システム，情報分野の基礎概念，知識および手法を
具体的・専門的な問題に応用する十分な能力を習得し活
用できる．

電気，システム，情報分野の基礎概念，知識および手法を
具体的・専門的な問題に応用する標準的な能力を習得し
活用できる．

電気，システム，情報分野の基礎概念，知識および手法を
具体的・専門的な問題に応用する応用する最低限の能力
を習得し活用できる．

(4)
実際的な問題・課題を解決するための実験および数値計
算的手法，および関連資料の収集により，問題・課題を解
決する能力。

実際的な問題・課題を解決するための実験および数値計
算的手法，および関連資料の収集により，問題・課題を解
決する，十分な能力を習得し活用できる。

実際的な問題・課題を解決するための実験および数値計
算的手法，および関連資料の収集により，問題・課題を解
決する，標準程度の能力を習得し活用できる。

実際的な問題・課題を解決するための実験および数値計
算的手法，および関連資料の収集により，問題・課題を解
決する，最低限の能力を習得し活用できる。

(5)
実際的な問題・課題に対して，自ら実行計画を立て，軌道
修正を行ないつつ，基礎および専門的知識や手法を用い
て，問題・課題を解決する能力。

実際的な問題・課題に対して，自ら実行計画を立て，軌道
修正を行ないつつ，基礎および専門的知識や手法を用い
て，問題・課題を解決する，十分な能力を習得し活用でき
る。

実際的な問題・課題に対して，自ら実行計画を立て，軌道
修正を行ないつつ，基礎および専門的知識や手法を用い
て，問題・課題を解決する，標準的な能力を習得し活用で
きる。

実際的な問題・課題に対して，自ら実行計画を立て，軌道
修正を行ないつつ，基礎および専門的知識や手法を用い
て，問題・課題を解決する，最低限の能力を習得し活用で
きる。

(1)
実際的な問題・課題を分析し，社会の要請に合致した合理
的な解決策を導き出すため創造的・論理的思考力や，この
解決策を物理的に実現する技術開発能力。

社会の要請に合致した合理的な解決策を導き出すため論
理的思考力や，この解決策を物理的に実現する技術開発
能力を十分に習得し活用できる。

社会の要請に合致した合理的な解決策を導き出すため論
理的思考力や，この解決策を物理的に実現する技術開発
能力を標準程度に習得し活用できる。

社会の要請に合致した合理的な解決策を導き出すため論
理的思考力や，この解決策を物理的に実現する技術開発
能力を最低限程度に習得し活用できる。

(2)
研究などの結果を整理し，得られた成果の意義や有効性も
含めて，文章で論理的に記述するとともに，口頭で分かりや
すく発表し討論する能力。

研究などの結果を整理し，得られた成果の意義や有効性も
含めて，文章で論理的に記述するとともに，口頭で分かりや
すく発表し討論するための，十分な能力を習得し活用でき
る。

研究などの結果を整理し，得られた成果の意義や有効性も
含めて，文章で論理的に記述するとともに，口頭で分かりや
すく発表し討論するための，標準的な能力を習得し活用で
きる。

研究などの結果を整理し，得られた成果の意義や有効性も
含めて，文章で論理的に記述するとともに，口頭で分かりや
すく発表し討論するための，最低限の能力を習得し活用で
きる。

(3)
グループワークにおけるチームワーク，リーダーシップやコ
ミュニケーション能力。

グループ課題の解決を通して，チームワーク，リーダーシッ
プ，発表・討論ためのコミュニケーション能力を，十分に習
得し活用できる。

グループ課題の解決を通して，チームワーク，リーダーシッ
プ，発表・討論ためのコミュニケーション能力を，標準程度
に習得し活用できる。

グループ課題の解決を通して，チームワーク，リーダーシッ
プ，発表・討論ためのコミュニケーション能力を，最低限程
度に習得し活用できる。

(4)
人類や社会そして個人に存在する様々な問題が，社会情
勢や文化等によって多様に解釈できることを理解した上
で，その問題解決に向けた取り組みができる能力。

人類や社会そして個人に存在する様々な問題が，社会情
勢や文化等によって多様に解釈できることを十分に理解
し，その問題解決に向けた取り組みができる十分な能力を
習得し活用できる。

人類や社会そして個人に存在する様々な問題が，社会情
勢や文化等によって多様に解釈できることを標準程度に理
解し，その問題解決に向けた取り組みができる標準程度の
能力を習得し活用できる。

人類や社会そして個人に存在する様々な問題が，社会情
勢や文化等によって多様に解釈できることを最低限程度に
理解し，その問題解決に向けた取り組みができる最低限の
能力を習得し活用できる。

(5)
研究遂行に必要な，英語に関する英会話，リーディング，
およびライティング能力。

技術者として必要とされる英語に関する英会話，リーディン
グ，ライティングの能力を，十分に習得し活用できる。

技術者として必要とされる英語に関する英会話，リーディン
グ，ライティングの能力を，標準程度に習得し活用できる。

技術者として必要とされる英語に関する英会話，リーディン
グ，ライティングの能力を，最低限程度に習得し活用でき
る。

主専攻プログラムにおける教養教育の位置づけ

総
合
的
な
力

別紙２

学習の成果 評価基準

評価項目

知
識
・
理
解

能
力
・
技
能

本プログラムにおける教養教育は，工学部二類専門教育を受けるための学問的基盤作りの役割を担い，自主的・自立的態度の尊重，情報収集力・分析力・批判力を基礎にした科学的思考力の養成，ものごとの本質と背景を広い視野から洞察することのできる視座
の確立，国際人として生きるにふさわしい語学力と平和に関する関心を強化し，幅広い知識を真に問題解決に役立つ知識体系へと統合するとともに，既成の枠を超えた学際的・総合的研究を開拓し推進する能力を養成する。



科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

教養教育科目 大学教育入門 2 必修 1セメ-1T 50 1 50 1 100

教養教育科目 教養ゼミ 2 必修 1セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 平和科目 2 選択必修 1セメ-2T 100 1 100

教養教育科目 人文社会学系科目群 4 選択必修 1セメ-1T，2セメ-3T 100 1 100

教養教育科目 自然科学系科目群 4 選択必修 1セメ-2T，2セメ-4T 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーション基礎Ⅰ 1 必修 1セメ（集中講義） 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーション基礎Ⅱ 1 必修 2セメ（集中講義） 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーションⅠＡ 1 必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーションⅠＢ 1 必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーションⅡＡ 1 必修 2セメ 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーションⅡＢ 1 必修 2セメ 100 1 100

教養教育科目 ベーシック外国語Ⅰ 2 選択必修 1セメ-1T 100 1 100

教養教育科目 ベーシック外国語Ⅱ 2 選択必修 1セメ-2T 100 1 100

教養教育科目 情報・データサイエンス科目 2 必修 1セメ-2T 100 1 100

教養教育科目 健康スポーツ科目 2 選択必修 1・2セメ 100 1 100

教養教育科目 微分積分学Ⅰ 2 必修 1セメ-2T 100 1 100

教養教育科目 微分積分学Ⅱ 2 必修 2セメ-4T 100 1 100

教養教育科目 線形代数学Ⅰ 2 必修 1セメ-1T 100 1 100

教養教育科目 線形代数学Ⅱ 2 必修 2セメ-3T 100 1 100

教養教育科目 数学演習Ⅰ 1 必修 1セメ-2T 100 1 100

教養教育科目 数学演習Ⅱ 1 必修 2セメ-4T 100 1 100

教養教育科目 一般力学Ⅰ 2 必修 1セメ-1T 100 1 100

教養教育科目 一般力学Ⅱ 2 必修 2セメ-3T 100 1 100

教養教育科目 物理学実験法・同実験 2 必修 2セメ 100 1 100

専門教育科目 エネルギーと情報システム概論 2 必修 2セメ-4T 50 1 50 1 100

専門教育科目 応用数学I 2 必修 2セメ-3T 100 1 100

専門教育科目 応用数学II 2 選択必修 3セメ-1T 100 1 100

専門教育科目 応用数学III 2 必修 3セメ-2T 100 1 100

専門教育科目 離散数学I 2 選択必修 3セメ-2T 100 1 100

専門教育科目 応用数学総合 2 選択必修 4セメ-3T 100 1 100

専門教育科目 応用数理Ａ 2 選択 5セメ-1T 100 1 100

専門教育科目 応用数理Ｃ 2 選択 4セメ-4T 100 1 100

専門教育科目 確率・統計 2 必修 3セメ-1T 100 1 100

専門教育科目 技術英語演習 1 必修 6セメ-4T 100 1 100

専門教育科目 回路理論Ⅰ 2 必修 2セメ-3T 100 1 100

専門教育科目 プログラミングⅠ 2 必修 3セメ-2T 50 1 50 1 100

専門教育科目 プログラミングⅡ 2 必修 4セメ-3T 50 1 50 1 100

専門教育科目 プログラミングⅢ 2 選択 5セメ-1T 50 1 50 1 100

専門教育科目 電気工学基礎実験Ⅰ 2 必修 3セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 電気工学基礎実験Ⅱ 2 必修 4セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 電気電子システム工学実験Ⅰ 2 必修 5セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 電気電子システム工学実験Ⅱ 2 必修 6セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 電気磁気学Ⅰ 2 選択必修 3セメ-1T 100 1 100

専門教育科目 電気磁気学Ⅱ 2 選択 4セメ-3T 50 1 50 1 100

専門教育科目 電気磁気学演習Ⅰ 1 選択 3セメ-1T 50 1 50 1 100

専門教育科目 電気磁気学演習Ⅱ 1 選択 4セメ-3T 50 1 50 1 100

専門教育科目 高電圧工学 1 選択 6セメ-3T 100 1 100

専門教育科目 半導体デバイス・回路基礎 2 選択 3セメ-2T，(5セメ-2T) 100 1 100

専門教育科目 電気電子計測 2 選択 3セメ-2T 100 1 100

専門教育科目 過渡現象論 2 選択必修 4セメ-3T 50 1 50 1 100

専門教育科目 回路理論Ⅱ 2 必修 3セメ-2T 50 1 50 1 100

専門教育科目 電子回路 2 必修 4セメ-4T 50 1 50 1 100

専門教育科目 電気回路演習 1 必修 3セメ-2T 100 1 100

専門教育科目 エネルギー発生・変換 2 選択必修 4セメ-4T 100 1 100

専門教育科目 電力システム基礎 2 選択必修 5セメ-1T 100 1 100

専門教育科目 電力システム工学 2 選択必修 6セメ-4T 100 1 100

専門教育科目 パワエレ電動機制御 2 選択 6セメ-3T 100 1 100

専門教育科目 原子力工学 2 選択 6セメ-3T 100 1 100

専門教育科目 電子機器 2 選択 7セメ-2T 100 1 100

専門教育科目 電気法規施設管理 1 選択 8セメ-3T 100 1 100

専門教育科目 システム制御Ⅰ 2 必修 3セメ-2T 50 1 50 1 100

専門教育科目 システム制御Ⅱ 2 選択必修 4セメ-4T 50 1 50 1 100

専門教育科目 信号処理工学 2 必修 5セメ-12T 50 1 50 1 100

専門教育科目 計測制御演習 1 必修 4セメ-3T 100 1 100

専門教育科目 生体電気工学 2 選択必修 5セメ-2T 100 1 100

専門教育科目 ロボット工学 2 選択必修 6セメ-3T 100 1 100

専門教育科目 通信工学 2 選択 6セメ（集中講義） 100 1 100

専門教育科目 数理計画法 2 必修 3セメ-1T 50 1 50 1 100

専門教育科目 確率論基礎 2 必修 4セメ-4T 50 1 50 1 100

専門教育科目 シミュレーション工学 2 選択必修 4セメ-3T 100 1 100

専門教育科目 システム計画管理演習 1 必修 5セメ-2T 100 1 100

専門教育科目 意思決定論 2 選択必修 6セメ-4T 100 1 100

専門教育科目 生産管理論 2 選択必修 6セメ-3T 100 1 100

専門教育科目 社会システム工学 2 選択 5セメ-1T 100 1 100

専門教育科目 ディジタル回路設計 2 選択 4セメ-3T, (6セメ-3T) 50 1 50 1 100

専門教育科目 ソフトウェア工学 2 選択 (3セメ-2T), 5セメ-2T 100 1 100

専門教育科目 人工知能と機械学習 2 選択 6セメ-3T 100 1 100

専門教育科目 計算機ネットワーク 2 選択 6セメ-4T 100 1 100

専門教育科目 アルゴリズムとデータ構造 2 選択 4セメ-3T, (6セメ-3T) 50 1 50 1 100

専門教育科目 ヒューマンコンピュータインタラクション 2 選択 6セメ-3T 100 1 100

専門教育科目 計算理論 2 選択 5セメ-1T 50 1 50 1 100

専門教育科目 確率モデリング 2 選択 （4セメ-4T）, 6セメ-4T 50 1 50 1 100

専門教育科目 卒業論文 5 必修 7・8セメ 25 1 25 1 25 1 25 1 100

別紙３

科目区分 授業科目名 単位数
必修・
選択
区分

開設期

評　価　項　目
科目中
の評価
項目の
総加重
値

知識・理解 能力・技能
(4) (1) (2) (3) (4) (5) (5)

(1) (2) (3) (4) (1) (5) (1) (2)

(1) (1) (2) (3)

評価項目と授業科目との関係

(3) (4)

(4)
総合的な力

(2) (3)

(5)
知識・理解 能力・技能 総合的な力

(2) (3) (4)



別紙４
電気・電子・システム・情報系プログラムカリキュラムマップ

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

(2T)情報・データサイエンス科目：情報・データ科学入門（◎）

(4T)エネルギーと情報システム概論（◎）

(2T)微分積分学Ⅰ（◎） (4T)微分積分学Ⅱ（◎）

(1T)線形代数学Ⅰ（◎） (3T)線形代数学Ⅱ（◎）

(2T)数学演習Ⅰ（◎） (4T)数学演習Ⅱ（◎）

(1T)一般力学Ⅰ（◎） (3T)一般力学Ⅱ（◎）

物理学実験法・同実験（◎）

(3T)回路理論Ⅰ（◎）
(4T)エネルギーと情報システム概論（◎）

(3T)応用数学Ⅰ（◎） (1T)応用数学Ⅱ（○） (3T)応用数学総合（○） (1T)応用数理A（△）

(2T)応用数学Ⅲ（◎） (4T)応用数理Ｃ（△）

(2T)離散数学I（○）

(1T)確率・統計（◎）

プログラミングⅠ（◎） プログラミングⅡ（◎） プログラミングⅢ（△）

(1T)電気磁気学Ⅰ（○） (3T)電気磁気学Ⅱ（△） (1T)信号処理工学（◎） (3T)ロボット工学（○）

(1T)電気磁気学演習Ⅰ（△） (3T)電気磁気学演習Ⅱ（△） (1T)社会システム工学（△） (4T)意思決定論（○）
(2T)半導体デバイス・回路基礎（△） (3T)過渡現象論（○） ((2T)半導体デバイス・回路基礎（△）) ((3T)ディジタル回路設計（△）)

(2T)回路理論Ⅱ（◎） (4T)電子回路（◎） (1T)計算理論（△） ((3T)アルゴリズムとデータ構造（△）)

(2T)システム制御Ⅰ（◎） (3T)過渡現象論（○） (4T)確率モデリング（△）

(1T)数理計画法（◎） (4T)システム制御Ⅱ（○）

(3T)ディジタル回路設計（△）
(3T)アルゴリズムとデータ構造（△）

(4T)確率論基礎（◎）

（(4T)確率モデリング（△））

(1T)電気磁気学演習Ⅰ（△） (3T)電気磁気学Ⅱ（△） (1T)電力システム基礎（○） (3T)高電圧工学（△） (2T)電子機器（△） (3T)電気法規施設管理（△）

(2T)回路理論Ⅱ（◎） (3T)電気磁気学演習Ⅱ（△） (12T)信号処理工学（◎） (4T)電力システム工学（○） (1T)電気通信法規（△）

(2T)電気回路演習（◎） (3T)過渡現象論（○） (2T)生体電気工学（○） (3T)パワエレ電動機制御（△）

(2T)システム制御Ⅰ（◎） (4T)エネルギー発生・変換（○） (2T)システム計画管理演習（◎） (3T)原子力工学（△）

(1T)数理計画法（◎） (4T)電子回路（◎） (2T)ソフトウェア工学（△） 通信工学（△）

（(2T)ソフトウェア工学（△）） (4T)システム制御Ⅱ（○） (1T)計算理論（△） (3T)生産管理論（○）

(2T)電気電子計測（△） (3T)計測制御演習（◎） ((3T)ディジタル回路設計（△）)

(3T)シミュレーション工学（○） ((3T)アルゴリズムとデータ構造（△）)

(3T)ディジタル回路設計（△） (3T)人工知能と機械学習（△）
(3T)アルゴリズムとデータ構造（△） (4T)計算機ネットワーク（△）

(4T)確率論基礎（◎） (4T)確率モデリング（△）

（(4T)確率モデリング（△）） (3T)ヒューマンコンピュータインタラクション（△）

電気工学基礎実験Ⅰ（◎） 電気工学基礎実験Ⅱ（◎） 電気電子システム工学実験Ⅰ（◎） 電気電子システム工学実験Ⅱ（◎）

プログラミングⅠ（◎） プログラミングⅡ（◎） プログラミングⅢ（△）

卒業論文（◎） 卒業論文（◎）

教養ゼミ（◎） 卒業論文（◎） 卒業論文（◎）

(1T)大学教育入門（◎）

教養ゼミ（◎） 卒業論文（◎） 卒業論文（◎）

(1T)大学教育入門（◎）

電気工学基礎実験Ⅰ（◎） 電気工学基礎実験Ⅱ（◎） 電気電子システム工学実験Ⅰ（◎） 電気電子システム工学実験Ⅱ（◎）

(2T)平和科目（○）
(1T)領域科目：人文社会学系科目群（○） (3T)領域科目：人文社会学系科目群（○）

(2T)領域科目：自然科学系科目群（○） (4T)領域科目：自然科学系科目群（○）

健康スポーツ科目（○） 健康スポーツ科目（○）

初修外国語：ベーシック外国語Ⅰ・Ⅱ（○）

コミュニケーション基礎Ⅰ（◎） コミュニケーション基礎Ⅱ（◎） (4T)技術英語演習（◎） 卒業論文（◎） 卒業論文（◎）

コミュニケーションI A（◎） コミュニケーションII A（◎）

コミュニケーションI B（◎） コミュニケーションII B（◎）
教養科目 専門基礎 専門科目 卒業論文 （◎）必修科目 （○）選択必修科目 （△）選択科目

２年 ３年 ４年

知
識
・
理
解

（１）エンジニアとして基本的に備
わっていることが必要とされる，社
会と技術の関わりに関する理解，お
よび倫理観。

（２）自然科学・技術者として必要と
される，微積分，線形代数など数学
に関する基礎的な知識。

（４）電気，システム，情報分野の技
術に関する全般的な理解・知識，お
よびこれらの分野に共通の基礎的
な知識。

評価項目

（３）自然科学・技術者として必要と
される，物理学の理論および実験方
法に関する基礎的な知識。

（２）研究などの結果を整理し，得ら
れた成果の意義や有効性も含め
て，文章で論理的に記述するととも
に，口頭で分かりやすく発表し討論
する能力。

（３）グループワークにおけるチーム
ワーク，リーダーシップやコミュニ
ケーション能力。

総
合
的
な
力

（１）実際的な問題・課題を分析し，
社会の要請に合致した合理的な解
決策を導き出すため創造的・論理
的思考力や，この解決策を物理的
に実現する技術開発能力。

（４）人類や社会そして個人に存在
する様々な問題が，社会情勢や文
化等によって多様に解釈できること
を理解した上で，その問題解決に向
けた取り組みができる能力。

（５）研究遂行に必要な，英語に関
する英会話，リーディング，およびラ
イティング能力。

能
力
・
技
能

（１）電気，システム，情報分野の専
門家として必要とされる数学的手
法。

（２）電気，システム，情報分野の基
礎となる概念，知識および手法。

（３）電気，システム，情報分野の基
礎概念，知識および手法を具体的・
専門的な問題に応用する能力。

学習の成果 １年

（４）実際的な問題・課題を解決する
ための実験および数値計算的手
法，および関連資料の収集により，
問題・課題を解決する能力。

（５）実際的な問題・課題に対して，
自ら実行計画を立て，軌道修正を
行ないつつ，基礎および専門的知
識や手法を用いて，問題・課題を解
決する能力。



 

別紙５ 
担 当 教 員 リ ス ト 

 
教員名 職名 内線番号 研究室 メールアドレス 

山本 透 教授 7672 工学部 A1-541 yama@hiroshima-u.ac.jp 

大野 修一 准教授 7682 工学部 A1-542 ohno@hiroshima-u.ac.jp 

脇谷 伸 講師 6337 工学部 A1-531 wakitani@hiroshima-u.ac.jp 

中本 昌由 助教 7673 工学部 A1-543 msy@hiroshima-u.ac.jp 

木下 拓矢 助教 6337 工 学 部 A1-531 kinoshita-takuya@hiroshima-u.ac.jp 

餘利野 直人 教授 7675 工学部 A1-421 yorino@hiroshima-u.ac.jp 

造賀 芳文 准教授 7667 工学部 A1-424 zo@hiroshima-u.ac.jp 

佐々木 豊 助教 7668 工学部 A1-423 yusasaki@hiroshima-u.ac.jp 

田岡 智志 助教 7666 工学部 A1-725 taoka@infonets.hiroshima-u.ac.jp 

辻 敏夫 教授 7677 工学部 A1-523 tsuji@bsys.hiroshima-u.ac.jp 

栗田 雄一 教授 7964 工学部 A1-512 kurita@bsys.hiroshima-u.ac.jp 

曽 智 助教 5763 工学部 A1-513 sozu@bsys.hiroshima-u.ac.jp 

高橋 勝彦 教授 7705 工学部 A1-843 takahasi@hiroshima-u.ac.jp 

森川 克己 准教授 7704 工学部 A1-842 mkatsumi@hiroshima-u.ac.jp 

長沢 敬祐 助教 7703 工学部 A1-841 nagasa-kei@hiroshima-u.ac.jp 

石井 抱 教授 7692 工学部 A1-211 iishii@robotics.hiroshima-u.ac.jp 

令和３年度入学生対象 



 

高木 健 教授 7690 工学部 A1-212 takaki@robotics.hiroshima-u.ac.jp 

姜 明俊 助教 7691 工学部 A1-221 akitoshi@hiroshima-u.ac.jp 

西崎 一郎 教授 7604 工学部 A1-245 nisizaki@hiroshima-u.ac.jp 

林田 智弘 准教授 5267 工学部 A1-243 hayashida@hiroshima-u.ac.jp 

関崎 真也 助教 4590 工学部 A1-242 sekizaki@hiroshima-u.ac.jp 

※「０８２－４２４－（内線番号４桁）とすれば，直通電話となります。 
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